
〇2学期の行事予定について 

 ９月 ２日（月）入園説明会（午後） 

    ５日（木）８月誕生会 

   ２６日（木）９月誕生会 

１０月 ５日（土）運動会 

   ２４日（木）１０月誕生会 

   ２８日（月）保育参観（長）※ 

   ３０日（水）保育参観（中）※ 

１１月 １日（金）保育参観（少）※ 

１４日（木）１１月誕生会 

１２月 ４日（水）～ ６日（金） すみれﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 

   １２日（木）～２０日（金） 個別懇談会 

   １９日（木）１２月誕生会 

※印は、年間行事予定表にはありませんが追加します。 

 

今月のねらい 

年長・水に親しみ、気持ち良さを全身で味わう。 

  ・身近な自然に関心を持ち、世話をしたり調べたりしながら興味 

を深める。 

年中・いろいろな水遊びを通して、水の感触や気持ち良さを十分に感

じながら楽しむ。 

年少・水の冷たさや気持ち良さを感じながら水遊びを楽しむ。 
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7月 園だより 
 

 

7月の行事予定 

 

♪今月の歌 『きらきらぼし』♪ 
 
きらきら ひかる  おそらの ほしよ 
まばたき しては  みんなを みてる 
きらきら ひかる  おそらの ほしよ 
 
きらきら ひかる  おそらの ほしよ 
みんなの ゆめが  とどくと いいな 
きらきら ひかる  おそらの ほしよ 

おしらせ 
〇個別懇談会について 5日（金）～12日（金） 

学期末にあたり、1学期の子どもさんの成長について個別懇談

を行います。詳細は 6月 24日付け文書をご確認ください。 

〇1学期終業式について  18日（木） 

通常午前保育日です。 

〇サマーレクリエーションについて＊年長＋19日（金） 

琵琶湖博物館へ行きます。詳しくは、後日クラ 

スだよりでお知らせします。登園バス運行なし。 

降園バス運行あり。 

 

梅雨に入り、ジメジメとした蒸し暑さを感じる季節がやってきました。身

体が暑さに慣れるまでの今の時期も体力が奪われ、熱中症やその他の病気に

も十分注意が必要です。今年の夏も厳しい暑さが予想されていますが、しっ

かり食べてしっかり睡眠をとり、暑い夏も元気に楽しく過ごせるように今か

ら備えていきたいですね。園生活の中でも、こまめな水分補給や休息を取り

ながら過ごしていきます。 

 

 

[文書の引用文や注目すべき箇所の要約を入力してください。テキスト ボッ
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を変更するには、[描画ツール] タブを使用します。] 

 

 

ご近所等該当のお子さんがおられる保護者様に 

お声がけをして下さるとありがたいです。

◆日 程◆ 

〇受  付 13：45～14：00 

〇入園説明 14：00～14：40 

〇施設見学 14：40～15：00 

◎駐車場…NTT社宅跡地駐車場 

◎保護者対象の説明会ですが、お子様連れの場合は別室に遊び場

を設け職員が担当します。 

 

令和 6年度第一回評価者委員会 

※評価者委員会とは、本園評価委員として、委員長 1名（外部学識経験者）、委員 3名の方に来て

いただき参観を通して、更なる保育の充実に向け、園全体の活性化を図る為改善と発展に向けた取

り組みについて話し合う委員会です。 

 

＊6月実施評価者委員会でのコメント一部＋ 

・非常に良い環境で保育が行われている。生活の中、チームで保育をされていることが

素晴らしいし必要な事だ。 

・幼稚園での教育時間は、およそ 4時間、預かり保育もあるものの、子どもと向き合う

時間の多い幼稚園を選び子どもにとって良いリズムをつくり、頑張っておられる保護

者さんと、今後も一緒に子育てをしていけるといい。 

・幼稚園は子ども達がどうやって生きていくのか様々な事を知っていく場である。例え

ば、大人の誰かが何かをしているところをみて、何かを感じ自ら「手伝ったげよーか？」

と繋がっていく、子ども同士だけでない周りの環境（人的環境も）すべてと繋がって

いる、現在大切にしている事を今後も大切にしていく。 

・園児は減っているが、保護者からすると多いからいいという訳ではない。少人数なり

の良さも感じる。子ども達は園や先生が大好きで毎日喜んで登園していて、親として

も嬉しく安心である。よい環境の中、クラスだけでなく、園全体で保育をしてもらっ

ていると感じる。 

 

 


